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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用ポンプシステムであって、
　コマンドおよびポンププログラミングパラメータの値のいずれかを入力するための入力
装置と、
　プログラミングコードを保存するためのメモリーと、
　メモリーおよび入力装置と通信しプログラミングコードを実行するように動作可能であ
り、プログラミングコード、コマンド、およびポンププログラミングパラメータの値の少
なくとも１つに応答し、表示信号を生成するプロセッサと、
　表示信号を受信するためにプロセッサと通信し、表示信号に応答して、医療用ポンプシ
ステムがアクティブにプログラムされていないときに提示される遠方表示スクリーンおよ
びデータがスクリーンに入力されているときに提供される近接表示スクリーンを含む、複
数のスクリーンのうちの１つを生成する出力装置とを備え、
　プログラミングコードが、遠方表示スクリーン上で同時に医学治療を行うための複数の
医学治療ボタンおよび複数のクィック滴定ボタンを表示するために動作可能であり、医学
治療ボタンの少なくとも１つがユーザーによりアクティブ化される場合にプログラミング
のための近接表示スクリーンを表示し、クィック滴定ボタンの少なくとも１つがユーザー
によりアクティブ化される場合に滴定のための近接表示スクリーンを表示し、
　遠方表示スクリーン上に表示される複数の医学治療ボタンに、ＰＩＧＧＹＢＡＣＫボタ
ン、ＢＡＳＩＣボタン、ＢＯＬＵＳボタン、およびＡＤＶＡＮＣＥＤボタンが含まれる、
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医療用ポンプシステム。
【請求項２】
　プログラミングコードが、クィック滴定ボタンのいずれかがユーザーによってアクティ
ブ化される場合に、滴定のための近接表示スクリーンに直接ナビゲートして表示するよう
に動作可能である、請求項１に記載の医療用ポンプシステム。
【請求項３】
　また遠方表示スクリーンが、投与、分量、およびレート情報からなるグループから選択
された現在のポンプ動作情報も同時に表示する、請求項１に記載の医療用ポンプシステム
。
【請求項４】
　遠方表示スクリーンが、治療を開始するためのＳＴＡＲＴボタンと治療を停止するため
のＳＴＯＰボタンを同時に表示する、請求項１に記載の医療用ポンプシステム。
【請求項５】
　近接表示スクリーンが、ユーザーによってアクティブ化する場合に、プログラミングの
ための近接表示スクリーンが表示されるようにするＥＤＩＴボタンを表示する、請求項１
に記載の医療用ポンプシステム。
【請求項６】
　近接表示スクリーンが、ユーザーによってアクティブ化する場合に、遠方表示スクリー
ンが次に表示されるようにするＭＡＩＮ　ＭＥＮＵボタンを表示する、請求項１に記載の
医療用ポンプシステム。
【請求項７】
　ＭＡＩＮ　ＭＥＮＵボタンがさらに、遠方表示スクリーンで複数のクィック滴定ボタン
も表示されるようにする、請求項６に記載の医療用ポンプシステム。
【請求項８】
　メモリーがポンププログラミングパラメータに関係する制限事項を保存し、プロセッサ
が、ポンププログラミングパラメータの有効な入力範囲が存在するかどうかを判定し、か
つポンププログラミングパラメータの有効な入力範囲の存在に関するメッセージをユーザ
ーに表示するため、出力装置への表示信号を生成するように動作可能である、請求項１に
記載の医療用ポンプシステム。
【請求項９】
　プログラミングコードが、ユーザーが遠方表示スクリーンの医学治療ボタンの１つをタ
ッチすることに応じて、ポンププログラミングパラメータの入力のためにプログラミング
のための近接表示スクリーンを表示するように動作可能である、請求項１に記載の医療用
ポンプシステム。
【請求項１０】
　医療用ポンプが液体送出のためにプログラムされる場合、プログラミングコードが、遠
方表示スクリーンで、ユーザーによるタッチで選択可能な複数の医学治療ボタンの表示と
同時に、ユーザーによるタッチで選択可能な複数のクィック滴定ボタンを表示するように
動作可能である、請求項１に記載の医療用ポンプシステム。
【請求項１１】
　クィック滴定ボタンのいずれかのユーザーによる選択的なタッチに応じて、プログラミ
ングコードが、次の表示スクリーンとして、滴定のための近接表示スクリーンを表示する
ように動作可能である、請求項１０に記載の医療用ポンプシステム。
【請求項１２】
　プログラミングコードが、近接表示スクリーン上にＭＡＩＮ　ＭＥＮＵボタンを表示す
るように動作可能であり、ＭＡＩＮ　ＭＥＮＵボタンが、ユーザーによりタッチされる場
合に、次のスクリーンとして遠方表示スクリーンを表示するように動作可能である、請求
項１に記載の医療用ポンプシステム。
【請求項１３】
　プログラミングコードが、ＥＤＩＴボタンを表示するように動作可能であり、該ＥＤＩ
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Ｔボタンは、ユーザーによってアクティブ化される場合、直ちにプログラミングのための
近接表示スクリーンが、次のスクリーンとして表示されるようにする、請求項１に記載の
医療用ポンプシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療機器に関する。より詳細には、本発明は、タッチスクリーングラフィカ
ルユーザーインタフェースを含む注入ポンプに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　患者と診療情報を表示する医療機器のグラフィカルユーザーインタフェースは、患者の
ケアをする際の臨床医の能率を向上させてきた。しかしながら、グラフィカルユーザーイ
ンタフェースを設計するための課題は、読み取りとナビゲートが容易な機器を製作する必
要性と、臨床医が可視できるいずれか１つのスクリーン上に表示される情報量とにバラン
スを取る必要があることである。ユーザーは圧倒される量の情報を提示されることがあま
りにも頻繁にあり、そのため、ユーザーとユーザーインタフェース間の対話の妨げとなる
。
【０００３】
　さらに、医療用ポンプを含む、医療機器は医療提供者がプログラムするには、複雑で時
間のかかる場合がある。患者のケアの効率を維持し、臨床治療の誤りの可能性を低減化し
、それによって患者の安全性を向上させるには、改善されたグラフィカルインタフェース
の必要性が不可欠なものである。患者の安全性と治療を向上させるには、入力の効率およ
び正確さを向上させた機器インタフェースが不可欠である。
【０００４】
　さらにグラフィカルユーザーインタフェースの設計には、厳格な設計パラメータの他、
安全パラメータも考慮に入れる必要がある。その結果、医療機器の多くは、管理者にも、
臨床医にも、パラメータのプログラミングを行う柔軟性を提供するようにはなっていない
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００９／０１８３１０５号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２００５／０１４４０４３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ナビゲートがより簡単で、医療機器をより簡単にプログラミングでき、そして臨床医の
プログラミングおよびナビゲーションの効率および正確さを改善したグラフィカルユーザ
ーインタフェースを含む医療機器があることは望ましいことである。
【０００７】
　通常、医療用ポンプシステムまたは投薬管理システムには、通常、システムがアクティ
ブにプログラムされていないときに示されるデフォルトスクリーンとみなされることがよ
くある遠方表示スクリーンとデータがタッチスクリーンに入力されているときに提供され
る近接表示スクリーンの２つのタイプのスクリーンがある。したがって、一般的に近接表
示スクリーンには、特定の注入治療の選択、プログラミング、確認、開始、および停止に
関連するボタン、フィード、およびキーがある。近接表示スクリーンでは、ポンプをプロ
グラムして医学治療または注入を行うため、必要とされる医療データを入力する手段およ
び機会をユーザーに提供している。一方、最近まで遠方表示スクリーンは、単に、ポンプ
のアイドルまたは待ち状態を示したり、進行中の注入療法の状態をより大きなテキストサ
イズで表示するために使用されてきた。本出願の親出願であり、この特許の内容全体を本
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明細書に引用したものである、米国特許出願公開第２００９／０１８３１０５号明細書で
は、ユーザーが近接表示スクリーンに、直ちに移動したり、直接ナビゲートしたりするた
めの遠方表示スクリーン上の滴定ボタン、あるいはクィック滴定に関連付けられたデータ
入力スクリーンを利用する遠方表示スクリーンの使用を提示し、特許請求している。しか
しながら、問題も残されている。他のデータが近接表示スクリーンに入力されることが必
要な場合、遠方表示スクリーンから近接表示スクリーンへ移動する時間が浪費される。具
体的には、近接表示スクリーンにアクセスされることができ、ポンプの開始または停止、
あるいはポンプをプログラムするための医療データを入力するためには、引き続き滴定ボ
タンにタッチしたり、遠方表示スクリーンのタブまたは別のスポットにタッチしたり、あ
るいはメニューを調べなければならない。
【０００８】
　したがって、本発明の主な目的は、プログラミング速度を向上させた医療用ポンプシス
テムを提供することである。
【０００９】
　本発明のさらに別の目的は、臨床医の効率的なワークフローを可能にする医療用ポンプ
システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　これらおよび他の目的、特徴、または利点は、明細書および請求項から明らかになるで
あろう。
【００１１】
　本発明の医療用ポンプシステムには、ポンププログラミングパラメータのコマンドまた
は値を入力するための入力装置がある。さらにシステムには、プログラミングコードを保
存するためのメモリーがある。表示信号を生成するために、プロセッサがメモリーおよび
入力装置と通信する。近接表示および遠方表示スクリーンを含む、複数のスクリーンの１
つを生成するために、出力装置がプロセッサと通信し、表示信号を受信する。詳細には、
プログラミングコードは、滴定ボタンに直接ナビゲートするために使用されることが可能
な複数のボタンを有する遠方表示スクリーンを表示するために動作可能である。他の時間
の節約になるまたは有用な特徴、およびナビゲーションまたはプログラミング方法も開示
される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明による医療機器の概略図である。
【図２】本発明による医療機器の近接表示送出スクリーンのスクリーンショットである。
【図３】本発明による基本治療を最初にプログラムするために使用されることができる近
接表示プログラミングスクリーンのスクリーンショットである。
【図４】本発明による医療機器の最初（アイドルまたはプログラムされていない）の状態
の近接表示スクリーンのスクリーンショットである。
【図５】医療機器の第２の（プログラムされたおよび／または送出している）状態の遠方
表示送出スクリーンのスクリーンショットである。
【図６】図５の遠方表示送出スクリーン上のクィック滴定ボタンの１つが選択または押さ
れた場合に表示される近接表示プログラミングまたは滴定スクリーンを示すスクリーンシ
ョットである。
【図７】キーパッドを使用する入力で数値が選択された後に表示される、近接表示プログ
ラミングスクリーンを示すスクリーンショットである。
【図８】図７のＥｎｔｅｒボタンが選択または押された場合に表示される、近接表示プロ
グラミングスクリーンを示すスクリーンショットである。
【図９】図８のＮｅｘｔボタンが選択または押された場合に表示される、近接表示確認ス
クリーンを示すスクリーンショットである。
【図１０】本発明によるポンプにより表示される遠位圧の推移の大型グラフを示すスクリ
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ーンショットである。
【図１１】本発明の新しい患者のスクリーンの第１の状態で示すスクリーンショットであ
る。
【図１２】本発明の新しい患者のスクリーンの第２の状態で示すスクリーンショットであ
る。
【図１３】図５に類似したスクリーンショットだが、高度な注入についての情報を示す遠
方表示スクリーンを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は、好適な実施形態に当てはめながら説明される。本発明が好適な実施形態に限
定されることは意図されてはいない。本発明は、添付特許請求の範囲内に含まれるすべて
の変更形態および代替形態をカバーすることが意図されている。
【００１４】
　図１は、その中に医療機器１０を有するシステムの概略図である。図１では、本発明を
実装するための医療機器１０のいくつかの機能的構成要素を例示している。当業者ならば
、図１で示されているものよりも多くの構成要素を機器１０が含むことを理解するであろ
う。しかし、本発明を実施するための例示的実施形態を開示するためには、必ずしもこれ
らすべての構成要素が示される必要はない。
【００１５】
　本発明との関連で、「医療機器」という用語には、これに限定されるわけではないが、
カセット、容器、小瓶、注射器、またはチューブに作用して薬剤または液体を患者へまた
は患者から搬送するための装置（例えば、経腸ポンプ、静脈注入ポンプ、患者自己管理鎮
痛法（ＰＣＡ）または疼痛処理投薬ポンプ、あるいは、吸引ポンプ）、患者の生体信号や
他のパラメータを監視するためのモニター、診断装置などが含まれる。
【００１６】
　例示目的のみのため、医療機器１０は注入ポンプとして開示されている。より詳細には
、医療機器１０は、単一チャネルの注入ポンプ、マルチチャネル注入ポンプ、またはその
何らかの組み合わせとすることができる。
【００１７】
　次の定義は、これに限定することを意図していないが、この開示を理解する点で当業者
を支援するために以下が含まれている。
【００１８】
　本明細書で使用されている「患者医療情報」とは、これに限定されないが、体重、身長
、体表面積（ＢＳＡ）、知られている薬剤アレルギーまたは薬剤耐性または薬剤許容レベ
ル、名前、あるいは患者ＩＤなどの患者についての情報を意味している。プログラム可能
な医療用ポンプ技術の当業者ならば、本明細書の説明から、患者医療情報は、入力装置を
使用してポンプで入力および保存され、ポンプに無線または有線で接続されたコンピュー
タまたは保存装置からポンプによって受信され、あるいはポンプに無線または有線で接続
されたコンピュータまたは保存装置からポンプによって薬剤ライブラリーの一部として受
信されることが可能であることが理解されるはずである。
【００１９】
　本明細書で使用されている「投薬情報」とは、これに限定されないが、薬剤名、薬剤の
別名、薬剤ＩＤ、薬剤の商標、薬剤の一般名、濃度、薬剤量、薬剤の単位、容器の用量、
または投薬単位を含む、患者に投与される薬剤のついての情報を意味する。
【００２０】
　本明細書で使用されている「ポンプ動作パラメータ」とは、これに限定されないが、投
与量、薬用量、投与レート、投与分量、レート、時間、注入した量または注入すべき量（
ＶＴＢＩ）を含む、ポンプの動作およびそれによる投薬の送出に影響する入力パラメータ
または情報を意味する。
【００２１】
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　本明細書で使用されている「ポンププログラミングパラメータ」は、ユーザーまたは別
の形によってポンプにプログラムされるパラメータを広く含み、ポンプ動作パラメータ、
投薬情報、患者医療情報、あるいはそれら、またはそれらの組み合わせに基づく計算の１
つまたは複数を含む場合がある。ポンププログラミングパラメータには、装置に常駐して
工場または病院でカスタマイズ可能な薬剤ライブラリー、あるいは電子的にダウンロード
可能なライブラリーによって適用されるハードおよび／またはソフト面での制限がある。
【００２２】
　本明細書で使用されている「医療機器の能力」とは、製造業者の推奨事項、ハードウェ
ア、ソフトウェア、投薬セット、一次／二次ラインの検討事項、または他の制限事項によ
って決定されるポンプまたは注入器での能力または制限事項を意味している。一例では、
注入器には、注入できる最小および／または最大レートがある。別の例では、一次および
二次ラインに、いかなる真空または不用意なフローの問題の発生も回避するために、所定
の相関最大値がある場合がある。ほんの一例として、一次ラインの最大レートは１０００
ｍｌ／ｈｒとすることができ、一方、二次ラインのレートは最大５００ｍｌ／ｈｒに制限
することができる。
【００２３】
　図１を参照すると、医療機器１０には、以下でより詳細に説明される各種動作を行うプ
ロセッサ１２を含んでいる。入力／出力装置１４によって、ユーザーは医療機器１０から
の出力の受信および／または医療機器１０への情報の入力が可能になる。当業者ならば、
入力／出力装置１４は、別の入力装置１６、ならびに一実施形態では出力スクリーンなど
の表示装置および別の実施形態では範囲や出力を述べる音声命令である出力装置１８など
の単一の各装置として提供される場合があることを理解するはずである。別の実施形態の
場合、入力／出力装置１４は、入力装置１６と出力装置１８の視覚的表示またはスクリー
ンとして機能するタッチスクリーンである。
【００２４】
　代替の実施形態の場合、医療機器は投薬管理システム（ＭＭＳ）で、入力／出力装置１
４は、その参照が本明細書にすべて引用されたものとする、米国特許出願公開第２００５
／０１４４０４３号明細書に述べられている薬剤ライブラリーエディターである。この実
施形態では、入力装置１６はＭＭＵ（Ｍｅｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｕ
ｎｉｔ：投薬管理ユニット）と通信し、ＭＭＵを通しての送出で使用する薬剤オーダーの
処理を支援する。入力装置１６は、バーコードラベルなどの機械可読マークを読み取るよ
うになされたものを含む、いかなる種類のデータ入力手段、例えば、バーコードスキャナ
ーを備える携帯情報端末（ＰＤＡ）とすることができる。あるいは、機械可読のマークは
、無線ＩＣ（ＲＦＩＤ）タグ、二次元バーコード、ＩＤマトリックス、送信無線ＩＤコー
ド、指紋などの人間の生体データなどの知られている他の形式とすることができ、入力装
置１６はそのようなマークを「読み取り」または認識するようになされたものとすること
ができる。入力装置１６は医療機器１０とは別の装置することができる。あるいは、入力
装置１６は医療機器１０と直接通信するか、医療機器に全部または一部を一体化されたも
のとすることができる。
【００２５】
　メモリー２４はプロセッサ１２と通信し、プロセッサ１２が医療機器１０の機能を実行
するのに必要なコードおよびデータを保存する。より詳細には、メモリー２４は、医療機
器１０の各種機能ために、本発明に従って形成された複数のプログラムおよびプロセスを
保存する。
【００２６】
　図２から図１２を参照すると、入力／出力装置１４の各種スクリーンショットが医療機
器１０のユーザーに表示される。本明細書で説明されているように、入力／出力装置１４
は注入ポンプと関連しているが、これは例示的な目的用のみである。他の機器は本発明の
態様を組み込むことができ、データを伝達するために音声出力を生成したり、グラフィッ
ク表示を提示することができる。
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【００２７】
　図３で最も良く示されているように、入力／出力装置１４は入力装置の機能の一部とし
て、いくつかの入力ポイントまたはフィードを含む近接表示の初期プログラミングスクリ
ーン１５０Ａを提供し、そこで、患者医療情報１００、投薬情報１０１、およびポンププ
ログラミングパラメータ１０２が入力される。詳細には、患者の体重１０４、身長（図示
せず）またはＢＳＡ（体表面積）１０８などの患者医療情報１００が入力される。薬剤の
名称および濃度などの投薬情報は、ユーザーによってカスタマイズされた所定の薬剤ライ
ブラリーに基づくドロップダウンメニューから入力または選択される。さらに、図３およ
び図６に例示されているように、投与量１１０、レート１１２、分量（注入した、または
ＶＴＢＩ（注入すべき量））１１４、時間１１６、および投与分量（図示せず）などのポ
ンプ動作パラメータ１０２が、特定のフィードがタッチされた場合にポップアップする数
値キーパッド１２０を使って入力され、キーパッド１２０上の数値１２４の入力が可能に
なる。さらにキーパッド１２０には、ユーザーが情報の保存または入力することなく終了
したり、前のスクリーンに戻りたい場合のＣＡＮＣＥＬ（キャンセル）ボタン１２６、入
力をクリアするためのＣＬＥＡＲ（クリア）ボタン１２８、および入力を登録するための
ＥＮＴＥＲ（実行）ボタン１３０がある。このようにして、数値はキーパッド１２０を使
って付与され、患者の身長、体重、またはＢＳＡ、ならびに投与レート、投与分量、レー
ト、注入された量またはＶＴＢＩ、ならびに注入の時間または継続時間の数値を提供する
。
【００２８】
　さらに、出力装置の機能の一部として入力／出力装置１４にはテキストボックス１３４
が表示され、そこでは、ユーザーに対して、入力されるデータまたは提供された入力済み
のデータに関するメッセージ１３６が提供されることができる。とりわけ、テキストボッ
クス１３４では入力されたポンププログラミングパラメータが適切かどうかを提供するこ
とができる。また、テキストボックス１３４では、入力されることができる値の有効範囲
についての事前ガイダンス、または有効な値が存在するかどうかもユーザーに提供するこ
とができる。
【００２９】
　提供されるメッセージ１３６は、医療機器１０に入力されたデータまたは入力されるデ
ータに左右される。例えば、メッセージは、無効なプログラムパラメータの組み合わせが
入力されたことを示すことができる。このことは、選択されたパラメータについて、計算
されることができる有効な範囲がないことをユーザーに示している。あるいは、有効な範
囲が存在する場合には、この有効な範囲が表示される。ところが、入力されたデータポイ
ントが無効な場合、メッセージ１３６は無効な値が入力されていることを示す。
【００３０】
　ＭＡＩＮ　ＭＥＮＵ（メインメニュー）ボタン１３７が近接表示スクリーン１５０～１
５０Ｅに提示または表示される。ユーザーがこのボタンをタッチすると、プロセッサ１２
によって入力／出力装置１４は、図４または図５のメインメニュー遠方表示スクリーンを
表示する、または、戻る。ユーザーがＭＡＩＮ　ＭＥＮＵボタン１３７をタッチしたとき
に、ポンプが既にプログラム済みおよび／または注入または液体送出プログラムを実行し
ている場合、ユーザーはプロセッサにより図５の遠方表示スクリーンに戻される。ポンプ
がアイドルまたはまだプログラムされていない場合に、ユーザーがＭＡＩＮ　ＭＥＮＵボ
タン１３７をタッチすると、プロセッサ１２は、図４の遠方表示スクリーンが表示する。
【００３１】
　図２および図３では、入力／出力装置１４上の近接表示スクリーン１５０、１５０Ａと
みなされるスクリーンショットを示している。背景技術で説明されたように、近接表示ス
クリーンでは医療データの全概要の表示および入力が可能であり、通常、医療機器１０を
プログラムするためのより詳細な情報またはプログラミングスクリーンにアクセスするた
めに使用される。患者医療情報１００、投薬情報１０１、およびポンププログラミングパ
ラメータ１０２を含む、医療データが入力され、近接表示スクリーン１５０に表示される



(8) JP 5893567 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

。その一方で、図４および図５は遠方表示スクリーン１５２、１５２Ａを表示し、そのそ
れぞれはデフォルトまたはメインメニュースクリーンを構成することができる。詳細には
例えば、医療機器１０のプロセッサ１２は、所定の時間が経過しても情報が近接表示スク
リーン１５０に入力されないときに、近接表示スクリーン１５０が、部屋の全体からのよ
り良い表示のために遠方表示スクリーン１５２を表示するため、および／または個人が装
置をアクティブにプログラミングしていないときには、タッチスクリーン入力／出力装置
１４のバックライト点燈を減少させることで電力消費を低減するためにタイムアウトにな
るような方式で工場での設定あるいはユーザー、生物医学工学者、薬剤師、または他の病
院職員により、プログラムまたは構成されることができる。図２を参照すると、近接表示
送出スクリーン１５０上に、ＳＴＯＰ　ＢＡＳＩＣ（基本の停止）ボタン２０２が表示さ
れている。ＳＴＯＰ　ＢＡＳＩＣボタン２０２は、ユーザーによりボタンが押されると、
基本的な治療を終了させる。
【００３２】
　図４および図５で最も良く示されているように、本発明の遠方表示スクリーン１５２、
１５２Ａでは、これに限定されるわけではないが、ＢＡＳＩＣ（基本）ボタン１５６、Ｂ
ＯＬＵＳ（ボーラス）ボタン１５８、ＰＩＧＧＹＢＡＣＫ（ピギーバック）ボタン１６０
、およびＡＤＶＡＮＣＥＤ（高度）ボタン１６２を含む、複数の医学治療ボタン１５４を
表示している。治療ボタン１５４は、一般目的の注入ポンプ用に最も頻繁に使用する順序
で、少なくともスクリーンの一部、例えば、側面上の共通ウィジェットに配置される。一
実施形態では、ボタン１５４は、上部から下部へＢＡＳＩＣボタン１５６、ＢＯＬＵＳボ
タン１５８、ＰＩＧＧＹＢＡＣＫボタン１６０、それからＡＤＶＡＮＣＥＤボタン１６２
と配置される。スクリーン１５２、１５２Ａ上のそれらの配置はソフトウェア次第なので
、治療ボタン１５４は、これに限定されるわけではないが、頭文字によるアルファベット
順、左から右へ読む言語の国では左から右への順、右から左へ読む言語の国では右から左
への順を含む、他の方法で配置されることも可能である。このすべては製造業者による固
定された方式で設定されること、あるいは、ポンプまたはポンプにダウンロードされる薬
剤ライブラリーの１つまたは複数の設定を介して構成可能またはユーザーによるカスタマ
イズ可能とすることも可能である。
【００３３】
　遠方表示スクリーン１５２、１５２Ａにはさらに、治療をそれぞれ開始または停止する
ためのＳＴＡＲＴ（開始）ボタン１６４およびＳＴＯＰ（停止）ボタン１６６を含む、治
療開始／停止ボタン１６３が表示される。治療ボタン１５４と同じウィジェット上に提示
または表示されることも可能だが、示されている例示的実施形態では、開始／停止ボタン
１６３は治療ボタン１５４に隣接したスクリーン１５２、１５２Ａの一部の別のウィジェ
ット上に同時に表示または提示されている。一実施形態では、プロセッサ１２により治療
ボタン１５４直下のスクリーンの一部に開始／停止ボタン１６３が表示される。ＳＴＡＲ
Ｔボタン１６４およびＳＴＯＰボタン１６６を同じ遠方表示スクリーン１５２、１５２Ａ
上で、互いに隣接または近接して一緒に表示すると、治療の開始または停止の際に、ユー
ザーの時間の節約になる。以前、表示された開始および停止ボタンは両者の間をナビゲー
トするために追加のタッチを必要とする異なるスクリーン上に表示された。また、緊急停
止ボタンも入力／出力装置１４の表示スクリーンから離れたところに以前は備えられてい
たが、装置をアクティブ化すると、単に治療を停止することに加えて、可聴式および／ま
たは視覚的ナースコールアラームを含む他の望ましくない緊急レスポンスがポンプから発
生してしまった。他のこれらのレスポンスは、休んでいる患者を邪魔したり、治療の停止
または一時停止をしようとする医療提供者に迷惑となる場合がある。本発明では、ユーザ
ーがＳＴＯＰボタン１６６をタッチすると、９０１（図９）に類似した状態／提案バナー
が「ＳＴＯＰＰＥＤ　ＢＡＳＩＣ（基本は停止された）」などのメッセージとともにスク
リーン上に表示されるが、可聴式アラームが生成されることはなく、ユーザーに新しいス
クリーンが表示されたり、新しいスクリーンに移行することもない。ＳＴＡＲＴボタン１
６４は、このようにして直ぐに使用可能で、必要に応じて同じスクリーンから治療を再開
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できる。
【００３４】
　それに加えて、図５に例示されている一実施形態では、ポンプが送出中か、動作可能で
、ユーザーがＢＡＳＩＣボタン１５６をタッチすると、見る人のために遠方表示スクリー
ン１５２Ａで同時に、投与１１０、レート１１２、および分量（注入された、または注入
される量（ＶＴＢＩ））１１４の情報などの治療用のポンプの現在の動作情報が提供また
は表示される。示されている実施形態では、ポンプの現在の動作情報が停止／開始ボタン
１６３と同じウィジェット上に、治療ボタン１５４と並んだ関係で表示される。表示され
ているポンプの現在の動作情報が当てはまったり、それと関連付けられる特定の治療ボタ
ン１５６、１５８、１６０、または１６２を指差するためのポインター１６８が、必要に
応じて提供される。
【００３５】
　動作時には、図４および図５に示されているとおり、ユーザーがアクティブにポンプを
プログラミングしていない限り、ほとんどの場合、プロセッサ１２により、遠方表示また
はメインメニュースクリーン１５２、１５２Ａが表示される。プロセッサ１２のプログラ
ミングコードは複数の医学治療ボタン１５４を有する遠方表示スクリーン１５２、１５２
Ａを表示するために動作可能である。一実施形態では、ユーザーが１５６、１５８、１６
０、または１６２などの医学治療ボタン１５４のいずれかをタッチするか、押すと、プロ
グラミングコードによって、プロセッサ１２は同じスクリーン上に該当する治療に対応す
るポンプの現在の動作情報を表示する。ＤＯＳＥ（投与）のクィック滴定ボタン１７０、
ＲＡＴＥ（レート）では１７２、およびＶＯＬＵＭＥ（注入済み量）またはＶＴＢＩでは
１７４が対応する動作情報の一部として、またはそれに隣接して表示される。このように
して、現在の動作情報が表示された状態で、臨床医は異なるスクリーンに移動する必要な
く、治療および調整またはプログラムする滴定パラメータを選択する各ステップを完了す
ることができる。タッチすると、クィック滴定ボタン１７０、１７２、１７４により、臨
床医は、例えば図６に示されているように、近接表示滴定スクリーン１５０Ｂに直接ナビ
ゲートされる。詳細には、ＢＡＳＩＣボタン１５６などのボタンがタッチされると、近接
表示滴定スクリーン１５０Ｂが遠方表示送出スクリーン１５２Ａから直接ナビゲートされ
るので、臨床医は、メニューや大幅に異なる表示のスクリーンとともに提示される、一般
の近接表示送出スクリーン１５０を経由する必要なく、直接医療情報を入力することがで
きる。
【００３６】
　別の実施形態では、ユーザーが図４または図５上の、１５６、１５８、１６０、または
１６２などの医学治療ボタン１５４のいずれかをタッチまたは押すと、プログラミングコ
ードによって、プロセッサ１２は直ちに近接表示プログラミングスクリーンを表示する。
例えば、ユーザーがＢＡＳＩＣ治療ボタン１５６を押すと、図３の基本治療のプログラミ
ング近接表示スクリーン１５０Ａが表示される。ユーザーが他の治療ボタンのいずれかを
タッチすると、該当する治療に適した別の近接表示プログラミングスクリーンが表示され
る。例えば、ユーザーがＡＤＶＡＮＣＥＤ治療ボタン１６２をタッチすると、高度な治療
の近接表示プログラミングスクリーンが表示される。あるいは、ポンプが送出またはプロ
グラムされた状態にあり、図５の遠方表示送出スクリーン１５２Ａが表示されている場合
、ユーザーはそうする代わりに、クィック滴定ボタン１７０、１７２、１７４のいずれか
を選択または押して、直接、図６の１５０Ｂなどの近接表示滴定スクリーンに直ちにナビ
ゲートすることができる。
【００３７】
　図３から図９を考慮して最良に理解されるように、いったん臨床医がプログラムまたは
調整するために特定のパラメータを選択し、図６に示されている近接表示滴定スクリーン
１５０Ｂと数値キーパッド１２０も表示されると、選択された特定のポンプ動作パラメー
タに対して所望の数値を入力することができる。図７で例示されている例では、ユーザー
は投与１１０のフィールドに数値「５７」を入力するために、キーパッド１２０上で適切
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な数値キー１２４にタッチしている。臨床医が図７のＥＮＴＥＲボタン１３０を押すと、
プロセッサ１２は数値を保存または入力して、図８の近接表示スクリーン１５０Ｃで示さ
れているように、関連するあらゆるパラメータを再計算する。ユーザーが継続するために
、図８のＮＥＸＴ（次へ）ボタン８０２を押すと、プロセッサ１２により、図９の近接表
示確認スクリーン１５０Ｄが表示される。その他の場合、臨床医は、他のフィールド１１
２、１１４、１６６などを押して、該当するパラメータを編集すること、ＣＬＥＡＲボタ
ン１２８ですべての入力項目を削除することができ、ＯＰＴＩＯＮＳボタン８０４を押し
て、エアインライン、遠位閉塞圧、近位閉塞圧、および注入またはプライミングレートの
近づく終了のアラーム閾値、ＫＶＯレート、ならびに注入アラームの終了などのポンプ設
定を編集することができ、あるいはＣＡＮＣＥＬ　ＴＩＴＲＡＴＩＯＮ（滴定のキャンセ
ル）ボタン８０６で滴定をキャンセルすることができる。
【００３８】
　臨床医に、提案されている操作を思い出させたり、ポンプの状態をアドバイスする状態
／提案バナー９０１がプロセッサ１２により図９の近接表示確認スクリーン１５０Ｄの上
部近くに表示される。バナー９０１で提案されているように、図９の近接表示確認スクリ
ーン１５０Ｄ上のプログラミング情報を確認後、パラメータが受容可能な場合には、通常
、ユーザーはプログラムされているとおりに直ちに注入を開始するため、ＳＴＡＲＴ　Ｂ
ＡＳＩＣボタン９０２などの開始ボタンを押す。
【００３９】
　その他の場合、臨床医はカウントダウンタイマーを開始して、所定時間または設定可能
な時間だけ注入の開始を遅延するために、ＤＥＬＡＹＥＤ　ＳＴＡＲＴ（開始の遅延）ボ
タン９０４を押すことができる。またユーザーは、例えば基本治療の図３のスクリーンに
直接戻るためにＥＤＩＴボタン９０６を押すことができる（他の治療にも類似した詳細な
近接表示プログラミングスクリーンがある）。あるいは、ＥＤＩＴボタン９０６によって
、希望により、現在の治療および／またはプログラムの表示および変更を行うためにユー
ザーが図４または図５のいずれかに移動するようプログラムされ得ることが考慮される。
ＥＤＩＴボタン９０６は、近接表示スクリーンの新しい追加物で、確認スクリーンと図３
のプログラミングスクリーン間のナビゲーションの以前のより間接的な円形、線形、また
は直列の進行形式に改善をもたらす。また、臨床医は、図４または図５のスクリーンに戻
り、異なる治療および／またはパラメータを選択してプログラミングを開始したり、再度
初めから変更プロセスをすべてプログラムするために、ＭＡＩＮ　ＭＥＮＵボタン１３７
をタッチすることもできる。
【００４０】
　本発明の別の態様はグラフィカルな遠位圧ボタン２０４で、示されている実施形態では
、近接表示送出スクリーン１５０のユーザーに表示されるが、他の近接表示または遠方表
示スクリーンでも表示されることが可能である。遠位圧ボタン２０４には、ボタン自体に
、所定の第１の短い時間期間にわたり、ポンプ１０によって記録された遠位圧の実際の直
近の履歴の短縮された時間と圧力の比較的小さなスケールのグラフが含まれる。例示的か
つこれに限定しない方式で、時間期間は工場で決定するか、または、ポンプ設定または薬
剤ライブラリーでユーザーによるカスタマイズ可能なものにして、１０、２０、３０、ま
たは６０秒とすることもできる。遠位圧ボタン２０４は複数の機能を果たす。それは、ユ
ーザーにボタンによってアクセス可能なデータのタイプの表示を直感的に提供し、同時に
、問題のデータの最近の履歴またはスナップショットを表示するので、ユーザーはデータ
に関するあらゆる問題を監視し、必要に応じて、より深く掘り下げて調査することができ
る。とりわけ、短縮グラフで異常の可能性を見つけた場合、臨床医は図９の遠位圧ボタン
２０４をタッチすることができ、それによりプロセッサ１２は、図１０のスクリーン１５
０Ｅで示されているような遠位圧スクリーン１００２を表示する。遠位圧スクリーン１０
０２には、ボタン２０４上のグラフより大きな遠位圧のグラフ１００４が含まれ、遠位圧
の推移のより大きく、長時間のグラフを提供するために、より長い第２の時間期間にわた
り遠位圧をグラフィック表示する。ボタン２０４上のグラフと同様に、図１０に示されて
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いる遠位圧の推移グラフ１００４の時間期間は、工場で決定するか、あるいは、ポンプ設
定または薬剤ライブラリーでユーザーによるカスタマイズ可能なものにすることができる
。例示的かつこれに限定しない方式で、より大きく、より詳細な推移グラフの時間期間は
、５、１０、３０、６０、９０、または１２０分とすることができる。
【００４１】
　遠位圧ボタン２０４上のサムネイルグラフと推移表示１００２上のより大きな遠位圧グ
ラフ１００４のどちらも、例えば、赤色などの第１の色でアラーム閾値圧、そして例えば
、青色などの異なるまたは第２の色で現在の圧力を示すために、カラーコーディングが提
供されることができる。さらに、特により大きな推移表示１００２では、凡例、キー、お
よびラベル表示も提供されることができる。図１０のスクリーン１５０Ｅでは、臨床医が
図２の近接表示送出スクリーン１５０に戻るためにタッチするＣＬＯＳＥ（閉じる）ボタ
ン１００６が表示されている。場合により、ＭＡＩＮ　ＭＥＮＵボタン１３７が表示され
、臨床医が図５の遠方表示送出スクリーン１５２Ａに戻るためにタッチできるようにアク
ティブ化または使用可能にすることができる。上述されている推移表示のコンセプトは、
これに限定するわけではないが、患者の生体信号（心拍、血圧、呼吸数、ＣＯ２、ＳｐＯ
２、体温など）、臨床値（グルコース、ａＰＴＴなど）およびポンプの他の動作情報（エ
アインライン、温度、ノイズ、振動、使用済みまたは残りの電池電力など）を含む、ポン
プの他の情報の表示に適用されることができる。
【００４２】
　図１１および図１２を参照すると、本発明では、スクリーン１５０上では固定されたポ
ジションを保持しているが、複数のさまざまな選択肢から１つの選択を表示するためにユ
ーザーによりタッチされる場合に、テキストおよび対応する機能／レスポンスを切り換え
るＮＥＷ　ＰＡＴＩＥＮＴ（新しい患者）およびＣＬＥＡＲ　ＳＨＩＦＴ　ＴＯＴＡＬＳ
（シフトトータルのクリア）ボタン１１０２および１１０４それぞれを含む改善された新
しい患者近接表示スクリーン１５０Ｆ、１５０Ｇを提供している。示されている例では、
選択肢をＹＥＳ（はい）またはＮＯ（いいえ）とすることができる。選択肢ＹＥＳを表示
しているボタン１１０２または１１０４がユーザーによりタッチされる場合、表示されて
いる選択肢はプロセッサ１２によりＮＯに変えられ、その逆も同様である。表示されてい
る選択肢を確定して入力するには、ユーザーはタッチスクリーン上のＣＯＮＴＩＮＵＥ（
継続）ボタン１１０６を押す。ポンプが現在、記憶している情報、患者の情報を、ユーザ
ーが確認または表示できるようにＶＩＥＷ　ＰＡＴＩＥＮＴ　ＩＮＦＯ（患者情報の表示
）ボタン１１０８が表示される。切り換えボタン１１０２および１１０４のそれぞれの場
合、スクロールされる必要があるドロップダウンメニューまたはリストよりもはるかにス
レートも時間も必要ない。このようにして、ボタンは、より簡単な表示およびより信頼で
きるアクティベーションのために拡大されることができる。またプロセッサは、ポンプま
たは治療状態に基づき、最も選択されやすいものを表示するようにプログラムまたは構成
されることができる。例えば、ポンプが治療の終了に達していなかったり、所定の時間期
間、止められていない場合、ＮＥＷ　ＰＡＴＩＥＮＴボタン１１０２は選択肢ＮＯを表示
するように構成されることができ、一方、ポンプの電源が切れていたり、治療が所定の時
間期間よりも前に終了している場合には、ボタン１１０２はＹＥＳを表示することができ
る。
【００４３】
　図１３を参照すると、高度な注入についての情報を提供する遠方表示スクリーン１５０
Ｈが表示されている。例示されている例では、高度な注入はマルチステップの注入で、よ
り詳細には、２つのステップの注入である。遠方表示スクリーンのユーザーのために、高
度な注入の特性および状態が状態メッセージ９０１により表示されることは好適であり、
それによってユーザーはこの情報を見つけるための他のスクリーンに移動するステップを
行う必要がない。
【００４４】
　上述から当業者ならば理解されるように、本発明は、注入ポンプなどの医療機器の使用
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およびプログラミングに関連したいくつかの時間節約の改善点を提供している。遠方表示
スクリーン１５２Ａ上に複数の医学治療ボタン１５４およびクィック滴定ボタン１７０、
１７２、１７４があるので、臨床医は、追加のボタンを押したり、他の複数のスクリーン
、ボタン、タブ、メニュー項目などを経由することなく、直ちに情報入力を開始するため
、複数の医学治療ボタン１５４の１つ、および必要なクィック滴定ボタン１７０、１７２
、１７４を押すことによって、近接表示滴定スクリーン１５０Ｂにすばやくアクセスする
ことができる。ユーザーに全く新しいスクリーンが表示される場合は必ず、ユーザーは表
示されている情報を理解するために、認知的に処理し、手短に目を通す必要がある。この
プロセスは、精神的に負担になり、ユーザーが完了するのに時間がかかる。したがって、
同じスクリーン上に表示される、本発明のポップアップおよびボタンの組み合わせは、一
連のさまざまなスクリーンを通すよりも使用するのがより早くなる。このようにして、臨
床医はデータをポンプに入力するために、アクセスされることが必要なスクリーンおよび
押されることが必要なボタン１５４の数量を最小化して、ポンプ１０を効率的にプログラ
ムすることができる。その結果、少なくとも述べられている目的のすべてが満たされてい
る。
【００４５】
　当業者ならば、本発明の範囲を逸脱することなく、装置に対して他のさまざまな変更が
加えられることができることを理解されるであろう。例えば、図６および図７のオーバー
レイまたはポップアップキーパッド１２０および他の機能は、さらに多くのプログラミン
グステップが遠方表示スクリーンを離れることなく完了されることができるように、図５
の遠方表示スクリーンに組み込まれることが可能であろうことが考えられる。そのような
すべての修正や変更は請求項の範囲内にあり、それによってカバーされることが意図され
ている。

【図１】 【図２】
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